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1．はじめ に

　本研究で は，既報
1）
で報告 した予備実験に 引き続き大

分県日田産の杉の 間伐材や製材時に 発生 する端材を原料

とした木炭と，大分県別 府産の 真竹から取り出した竹繊

維を混入した建材ボードを試作 し， その曲げ強度および

調湿性に つ い て 実験的検討 を行 っ た 。

生竹 （真竹）

1 次切断 節の 部分で横方向に切断する

2．ボード型供試体の 作製

2．1 竹繊維の 作製

　供試体 を作製する前に
， 竹繊維を図一1 に示すような フ

ロ
ー

チ ャ
ートに そ っ て 手作業で作製した 。 竹は大分県別

府市の 竹 1木で採取した胸高直径御 〜 80mm の 真竹を用

い た 。 竹［．ま糖分を多 く含み そ の糖分がセ メ ン トの硬化を

妨げ るため ，作製した繊維に対して煮沸時間による繊維

内に残存する糖分濃度を高速液体ク ロ マ トグラフ ィ
ー

で

測定 した。その 結果を表一1お よび 図 2 に示す。 なお表中

の未処理 とは竹繊維作製過程の 煮沸処理前の状態で あ る。

こ れ らよ り煮沸0 分ですで に糖分は検出されず ， 作製過

程 の煮沸処理などに よっ て ほ とん どの 糖分が除去される

こ とが確認 された 。 よっ て糖分による硬化障害は起 きな

い と考えられる。
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図一1 竹繊維 化 の フ ロ ー
チャ

ー
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一2 糖分分析結果

Developmcnt　ofCementitieus 　Composite　M［aterial 　Containing　Charcoa且Panicle　and 　Barnboo 　Nber
（Parl　3　Man 曲 clu   o『Board　Specimen）
SATO 　Y ⊂，shiaki

，
　OTANI 　Toshihiro

，　KIYOHARA 　ChiZuru，　NAGr 　ATSU 　Seiki
，
　HIRAI 　Takayuki　and 　ONO 　Atsu　ori

1025

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

2．2 使用材料および調 合

　既報 りにおける予備実験では結合材とな るセ メ ン トペ

ース トを極端に軟らかい 状態で練 っ たため ， 木炭や竹繊

維 の 十分 な分散が得られず ， 強度の 低下やばらっ きが多

く見 られた。 そ こで本実験で は ，
セ メン トペ ース トの水

セ メ ン ト比を 30％とし ， 高陛能 AE 減水剤を使用 して フ

ロ
ー
値 を 200mm 程度とし，粘性がある結合材 に木炭と

竹繊維を混練するように した。 セ メ ン トは早強ボル トラ

ン ドセ メ ン ト（比ig　3．14），混和剤には高性能 AE 減水剤

（ポ リカル ボ ン酸工
一

テル系）を用い た。 紛炭は既に製

占訛 され て い る もの （粒径 8  ）を用V、た。 また竹繊維

は 2．1 に示 した方法で作製したもの を使用 した 。 使用材

料の特性を表一2に 示す。 またセ メ ン トペ
ー

ス トの フ レ ッ

シ ュ 性状 に つ い て 表一3 に 示す 。

　調合は次に挙げる ，   木炭（粉炭）の混入率 （O，40，ω ，80

vol ％ ），   竹繊維の 混入率 （O，Z4，
6vol％），  竹繊維の 繊

維長 （35，2cm），   養生方法 の 4 つ の要因が建材ボード

の 曲げ強度や調湿性に及ぼす影響を調 ぺ る た め に ，   ，

  ，   および  D 各因子の組み合わせ 38種類とした 。 ま

た調合は容積調合とし， 混入する混和材の 容債率分の セ

メ ン トペ ース トを木炭または竹繊維あるい は両方と置換

する方法をとっ た 。 なお ， 混練は全 て恒温恒湿室内にて

行 っ た 。

2．3 混練 打設および養生方 法

　混練方法は ， まずモ ル タル ミキ サー （容量 51 ）を用

い て セ メ ン トペ ース トを作製 した後 ， 十
’
分に吸水させ表

乾状態に した木炭と竹繊維を木炭 ，竹繊維．の 順に混入 し ，

それぞれ手動で十分 に攪拌 を行っ た。作製するボードの

対法 はSW × 500× 10  とし， 図一3 に示すような形状の

木製型枠を用 い た。 打設方法は作製する ボー ドの 容積

　（2，59 ）の 1．6倍 に 当る 42 の木炭および竹繊維混入セ

メン トペ
ー

ス トを型枠に打ち込み ， 隙間がな くなり厚さ

が 10  になるように
， 過分な圧力を加えな い ように注

意しながら万力で ブ レ スした。 打設後 ， 供試体は実験室

内に て水分を含んだ布を被せ ，シートで 覆 い 材齢2 日で

脱型した 。 脱型後 ，材齢 28 日まで 20℃水中養生を行い ，

材齢 28 日にお い てボー
ドを曲げ強度試験用供試体寸法

（  × 50× 10  ）に 18棚 断し， 9 枚は引き続謝

日間 20℃水中養生を行い ， 残 りの 9枚は恒温匱湿室内 に

て 28 日 間 20℃気中養生を行 っ た。

表一2 使用 材料の 特 性

材料 種類 性質

セメント
早強ボル トラン ド

　 　セメン ト

　　比 重 ：3．14

粉末度 ：4450cm2／9

木炭 粉炭（低温炭）

日 田 杉

粒径 ：8mm

比重：O．15

竹繊維 乾燥材
　真竹

比 重 ：q55
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図一3 型枠断 面 図

2．4 実験方法

　曲け強 度試験 は JISA5908 に準 じて行っ た。 曲げ強度試

験に使用 した供試体の寸法は 2．3 より作製したボード

（500× 500× 10  ）か ら切断 した 蜘 × SO× 10  で あ る。

実際に 曲げ強度試験 に使用する供試体数はボ
ー

ドか ら切

断した曲げ強度試験用供試体 18 枚か ら打設状態の よい

気中養生 5 枚 ，水中養生 5枚を選び出した合計 1  枚で あ

る 。 曲げ強度試験を行う前に供試体の質量， 寸法を測定

した。なお ， 曲げ強度試験 の載荷速度は O．lmrntminに設

定 した。曲げ強度試験終了篌破断 した供試体の片方を

105℃ の 乾燥機 に 24 時間入れ含水率を求め た。

　調湿性試 験は破断 した供試体 の うち含水率の測定に使

用 して い ない 片方を用い て 行 っ た 。 試験方法は ， まず

105℃ の 乾燥機で絶乾状態に した供試体を ， 温度 20℃ ・

相対湿度約 95％の 1亘温恒湿室 に 168時間入 れ ， その 後湿

度を約 65％ に下げ ， 供試体質量 の計時変化を測定した。
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